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大学設置博物館の意義

l17長Llk許秀 一

日1館 2年 Iに 「博物館に相当する施設 |と して埼 1県教育委員会から指定された● :大学博物働1は 相

応の実績が副:価された結果であつた1 人学付置の博ll館が 博物館としての市民権を得たことになり 名

実ともに立 巨大学を冠した卜,物館として認められたことになった`

立H:大学創、ア130'日1:.L念としてl lH設された・inlは、大学、とくにた学科に関係してきた教員 史'′科

に学んだ学生にとっては 待マ1の施設としてll迎された,全 可各地に散|:している多くの卒業生は、大学

の広報、同窓会 ・父兄会の案内をはじめ 史'′ll腱1係の活lll ri報などによって「

'物

館の開設を知り ,こ学

の照会があいついだ。 方、新川報通などによってti人 '′に力iしく博l lrtrが開設されたことを知って,こ

学に熊谷キャンバスを,ljれる人も増し、さらに、埼玉几tをはじめ近り,tの高校からの見'′希望もあって 盛

況を 1ヽした.

ド物館の開設は、立 i大学博l jFll学芸員課程に学ぶ学生,イイIの実習の場としても機能するところとなり、

教育の施設としての活用も果されてきたのである.

このような公用と活用は、、

'H:大

学の 「知的財,t_の  部を学の内 外に公開すると共に研究の情tltを

広く発信することに連らなっていった。

●.の企画展、秋の企Ⅲl展の開1'にあわせて実ILされた講演会には 学外から多くの人びとか来学され

展示会ともども熱′心に 1:催者の意ズを理解され、声援を llいてきた.

あわせて 「立正大学博物館要説|(B5 32貞 )を 案内バンフレットとlLに口卿llld布し、鮮1報 力古だ

より,(A4 8真 )を 作成して館の日11的な動きを伝え また F年報 |(B5・ 36貞)に よって年次ことの

報告を果してきた。さらに、大学博物館としての特性を活かすべく 「館蔵資料 「基礎文献J叢 田 と題す

るシリーズの同行を実現した。このシリーズは、当館収蔵資料のなかで、学界そして 般社会に著名な資

料に関して発表された主な論文と報告を メ|に収録し 収蔵そして展示の資料をよりよく理解してlllくた

めの 助として企画されたものであった。これらの日刷 物によって内 ・外のイ,識者をはじめ 参会者各位

の理解が深ってきた。

大'′における博物館は、収蔵資料をただ陳夕lして公開する視■tに加え、それぞれの有する学術的な意 味

を知って原くこと 換言すれば 大学のもてる 「知的財産Jの 一つとしての資料を広く公開すると共にそ

の意義付けを情報として提供することが肝要であり、あわせてそれらの活llを試みることも求められる。

博物館 それは単に資料を並べるだけでなく、資料のもつ意味を研究の結果を ド敷きとして観る人ひと

に感銘をもって頂くことが求められなければならない。

立正大学博物館は 大学の博物館としての視角を標榜して館活動を展開していくことが要請されるので

ある。
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近藤信義

この夏、3度 Hに なろうか、 ドイツの友人を

訪ねて10日ほどミュンヘンの郊外で過ごした。夏

休み前に館報 F万吉だよりJへ の.L事依頼という

宿題を頂いていたこともあって、いくつかのMU

SEUMを 訪ねてみようと考えていた。

ミュンヘンを代表するMUSEUMは なんと云っ

てもピナコテイク・トリオ。つまり、アルテピナ

コテイク ノイエピナコテイク、ビナコテイク・

デ ア ・モデル の ■つ のMUSEUMで あ り、三つ 日

は2002年にil館した最新のものである。こうした

美術系以外にもMUSEUMは ミュンヘンには実に

数多くある。ある意味では占い建築が残されてい

る 帯は街全体がMUSEUMの ようであるし レ

ジデンツに人れば内部の装飾令てがMUSEUMと

いるが、英語圏ではMUSEUMで ある。つまり、

記憶すべき芸術的価値あるものを系統的に組織的

に陳列する所という1既念が基本となるのであろう。

すると、系統を具体的に示す特定された博物館名

が俄然興味深く思えてきた。

そ こで 今 回 の MUSEUM探 訪 は Jagd un d

F cヽherel Muscuin(狩猟と漁猟の博物館)を マー

クして出かけてみた。なんといってもわかりやす

いネーミングのMUSEUMだ .ナ マズの彫刻が人

りIIの目印。入って驚いた。鹿の頭部の劇製が部

屋の壁の両面にずらりと並んでいる。圧倒される

ばかりだ。レジデンツー棟三階分を一FHLは小動物

三階は魚鳥類 メインの 三階はかつて舞踏会が開

かれたかと思うほどの広いスペース。ここに鹿、

猪、熊など大型の獣類の剥製および角のカロエ品 ・

装飾品などがあり、圧巻は狩猟道具、特に装飾を

ほどこした猟銃のコレクション (1600年代以降お

よそ200T)は 、この地の狩猟が文イヒであつたこ

とを感じさせるに 「分な説得力があった。

また、広い階段の壁面には、貴族達の鹿狩り・

狐狩りの様子を示す油絵が多く集められ、MUSE

UMの 1文集品が絵画の中で自然説明されているこ

とに気付かされて興味はいっそう増してゆく。

2砦 の釣りのコーナーも充実している。漁猟のた

めの道具のコレクション (釣針から釣竿 篭など)

は美しい。人H]と魚との知恵くらべを示す道具の

数々である.

ψ

フいえる。

出かけにMUSEUMと いう語

にこだわってみた。この.Lは

ギリシャ‖お 芸ヽ術の女神ミュー

ズを起源とするという。ミュー

ジックも同源だ。この女神達

の母はムネーモシュネー、即

ち 「記憶Jの 女神.し たがっ

て 「記憶は芸術の母Jと いう

格言のような言葉を思い出し

たりもした。

日本では博物館、美術館、

資料館などと呼んで内容をあ

るr■,壼区別1した使い方をして 狩猟と漁猟の博物館
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ほぼ二時間ほどを過ごして快い充実感を味わっ

た。そして考える。興味をそそられる博物館の魅

力と条件は何だろうと,

たとえばこのMUSEUMで 感じられたこと

は徹底したサービス精神のように思える。簡単に

いえば分かりやすいということなのだが、どのよ

うな方法によって分かりやすくするかは、企画す

る側の想像力のように思える。博物館に陳列され

る資料の一つ一つはかけがえのない貴重品として

の魅力を発揮し、そのものへの愛情 ・愛着は所持

する側の誰もが有していることだろう。それを時

代に還えし、人々との生き方の中に位置づける。

こうした学術的な作業を経て我々の日に触れる機

会を持っているわけだが、その場を観るだけのも

のとするだけではない知的工夫こそが、たぶん求

められているプラスα部分なのであろうと思った

ものだった。

(文学部教授)

廣貴田秋

昨年の+1月 に

'正
大学博物館で開催された

「立1巨大学仏教学部 卒業市1作展―仏教美術の

「イ́在Jに 追う―Jに は、これまでの卒業制作作

品の内から二 十点が出展された。私は企画者でも

あるが、客観的に見ても、作品のウァリエーショ

ンと精度、趣旨という点において、他に類を見な

いユニークな展覧会であったと思う。現Iキ点の集

大成としてこの展覧会を企画し準備する中で、私

`よ

「これは達成といえるのだろうかJな どと考え

ながら これまでのことをその1ヤ々 の映像ととも

に思い返していた。

あの日― 私がはじめてこの大学で仏像の彫刻

実習授業を行い始めた四月、窓の外は全面桜色たっ

た一、学生たちははじめてのことに戸惑いながら、

少し恥ずかしそうに自分の仏像を造った。思いの

ほか L手くいかないことに苛立ったり、一応出来

たものの気に入らなくて造りなおしたり、人によっ

て反応はいろいろであったが、そのまなざしはみ

な澄んでいて、かたちの発見に嬉々としていたこ

とを憶えている。

これは今も変わらない。立正大学は美術大学で

はないのでデッサンの修練も彫刻造形の経験もな

い学生が大半であり、彼らにとって仏像の実習授

業はかなり新鮮な体験なのだ。知識も経験もない

者にとって、彫刻造形とは、ひたすらに自分の眼

東大寺漱華堂伝月光菩薩立像模刻
―天平彫刻の造形性研究―

カロ藤浩晃

に映っているものをどのように把握するかにかかっ

ている。そしてその純度が高いために、作品たち

には、手剛‖れた作品にはない一回性の美学という

べき特有の存在感が宿っている。

「卒業1刊作Jは 、実習による文化研究の試みを

さらに推し進めるものとして、平成10年度の卒業

生から導入された制度である。「卒論」に代わり
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の繰り返しによって 学

1,は少しづつ、かつてそ

の像を造った人‖1の感1■

に「分rl身の感‖:を重ね

そうすることで 「模亥1」

は前接1勺に 「かたちJの

必然を探る,■みとなる.

今あらためてかつての

作品たちを見ていると、

それぞれの制作者が 自

らのIIIP/が見ている 「イ′|■

に対して、その 「美Jに

対して、そ′1を表31でき

る程に何とか
'I解
しよう

と食い ドがっている姿が

重なってくる

飛鳥時代にみられる神秘的造形性について

一法睦寺金堂釈迦二●像左脇侍像の機刻制4-

三上洋次

得る制作と研究とするにはそれなりの精度が要求

されるのは当然であったが、造形美術の専門教育

を受けていない学41にどれ程のことが可能なのか

はじめはまさに模索する日々であつた。しかし、

われわれが目指した、「ili典作品のかたちに対し

て、自らのHIKと身体を投与しつつ探りHIし、吸1文

し 再構成しながら表現し、その必然性を追体験

するJと いう試みそのものは 手前味噌を引いて

みても文化研究の一手法としてとでもユニークで

あった。また、占典作品の美術としての深みに直

に触れることは、きっと学生の潜4拍勺な口r能性を

弓き出してくれる、という妙な確信もあった。そ

れはかつての私rl身の歩みでもあったからである.

「卒業THl作|は  にヽ占典作品の 「模刻lJとい

う形態をとる。それは真似て造るということであ

るか 優れた彫刻作1冒を真似て造るなどというこ

とは 本来、作者と同じほどの技量をもってして

も難しく 経験のない者にとっては至難の業に等

しい。「模刻 |は、対象であるri ll作11の造,杉性

を吸収し、再構成することでしか対象に近づくこ

とができないのである.こ の 「吸収Jと 「再構成J

生鏡 嘘 鋤 表卿 こ関しての

群 穂 らの 町 ‖Jさ え 、 この 試

みの意義とげ能性を形に

するとともに、いわば素人でもここまで出来ると

いうことを実証してくれた。そして、経験に乏し

い者がどうしてここまで出来たのか、短期,1にこ

こまでの力をいかに得る事ができたのか その′こ、

的過料をより詳細にHL極める業題を、あらたにわ

れわイ■に突き付けているように感じる.

これをより深く
'1解
することが、今後の教育と

研究の展|‖に道を与えてくれるにちがいない。今

度はこちらが尻をllかれる番かもしれない。

(仏教'F.・
`IJ教
授)
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古墳時代の資料

坂詰  秀一

(1)東 京都芝丸山古墳出上の埴輪

東京都港区芝丸山ri墳群は、1月治30(1897)年

に坪りIF′i郎博十によって調査され 前方後円墳

1基 円墳10基以上から構成されている。その後、

口″和33(1958)年 には後藤守―博十などによって

円墳が発11され東京都の史跡に指定さオ1ている。

この占墳群から出 1:した人物ム1輪の頭.Fが古くか

ら (大正～昭和の前半)● 正大学に所蔵されてい

る。付近の日蓮宗寺院lT職 (■X生)の寄贈品と伝

えられていた。この資料はごく 部の人達によっ

て語り伝えられてきたが、公表されたのは坂語秀

― 「日本の占代遺跡32 東京23 XJ(昭162年保育71

口)の巻首カラー図版であった。

(2)千 葉県塚原古墳群

塚原占墳群は、千葉県八「市場 「|キ田に存在す

る前方後円墳 1基を含む円墳40基以上から構成さ

れている。

昭和34(1959)年 の暮れに武越慈寛氏 (故人 当

li立正人'′庶務部長)を 通して金蓮寺 (八11市場 人

崎)の 裏山畑地に存在する占墳を調査しないかと

誘いがあった。「1速にお引受けし、翌年2月の下

旬に前方後円墳 1基 ・円墳 5基 と呼クく住居跡211

を発掘した。|力方後円墳 (全●35m後 円部径
“
m高

さ32m)の 後円部から粘十の主体部が検出され、

滑イ,製扁平勾上 1点などが出土し、その直 かヽら

壺形の十師器が粉砕された状態で発見された。そ

して周円には手lHの模造土器5点が置かれていた。

さらに、主体部の下を築造当時の地表面まで捌り

下げたところ、焼上が検出され、それに伴って手

押十器2点 と十師21サlが見出された。古墳築造に

伴う祭祀の疲跡として稀有の例であった。また、

円墳からは、4号墳―直フJl・ ノ」子2・銀環 1

青鋼012・ 管玉3・小玉10数点 5号 墳―直刀残

片が出 liした。一方、前方後円墳の前方部の築造

以前の層から粘土製カマドを伴う竪穴住居跡が検

出され、十師器の選が出十し、さらに前方後円墳

の■20mの地点から「mi器 (「矢奮
`沢
J〉を伴出す

る 辺55mの 正方形●IR穴住居跡が発掘された。

概要は、坂詰秀― 「千葉県塚原ri墳群の.Bl査J

01日ヽ 文化J4 3)と 題して紹介した。なお、前方

後円墳築造の祭祀痕跡については、後日、「ri代

日本人の死後感」(1人法輸147 m)と して論じた

ことがある。

(3)埼 玉県野原古墳群

野原占墳群は 埼玉県大lL郡江南口,野原に存在

する前方後円墳を含むri墳群で、とくに踊る埴輪

の出十によって知られている。

昭和38(1963)年 の夏、梅山信太郎氏 (故人 当

時Ⅲ正人'′'F国■任理,)に 呼ばれた。大学が埼玉県

に新校地を求めたので、校地を含めた付近―帯で

考占学の調査をしないか、とのことであった。立

正高校時代に商業の教師であった梅山先牛のごド

命のこととて直に付近を踏査し、新校地の一部か

ら「器片を採集して遺跡存在の可能性を報告し、

あわせて至近地に存在する野原古墳群の一部を発

抽lしたい、と返答した.新 校地内の発掘は、新し

い建物の建築の際とし、野原古墳群の調査を実施

することに決定した。あくる年の春、円墳6基を

発掘し、直刀・フリ子 鉄鏃 ・金環などの高1葬品及

び埴輪片 土師器 ・須恵器を発掘した。報告書に

ついては未刊 (Ftl版の作成はスミ)であるが、概要に

ついては、「埼玉県大里郡野原古墳群の調査Jと

して日本考古学協会第31回総会 (1“和40年5サ1)に

おいて発表した。

(4)祭 祀遺物など

昭和30年代前半、千葉県君rl・・4,荘台
(かざつだ

い)印 略樹
`天
南廟山 (てんなんびょうやま)の 2祭祀

遺跡を発掘した。荘台は石製模造品、天南廟山は

[製模造品を出十する開地の祭TE遺跡であった。

前者については、坂語秀― 「千葉県君津郡荘台出

上の祭祀遺物J(銅 築‐14)、後者については同

「千葉県人南廟山祭祀遺跡J(「、
'正
彎¬ 2つとして

発表した。

(本館館長 文'′部教授)
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歴史時代の資料 (付、外国)

坂詰 秀一

(1)千 葉県長熊廃寺跡

昭和26(1951)年 ～27ぐ52)年 にかけて

'〔

E

大学考古学会により千葉県日
'格
郡和1日村 (当時)

の古ltlll土地が発llTされ、その地が占代の廃寺跡

であることが確認された。以来t所 在地の字をとっ

て長熊廃寺と呼ばれている。当初 千自鳳様式瓦を

出上する法起寺式伽藍西こ置の寺Jと 考えられたが、

その後の調査と検言、1により 瓦葺きの L壇を有す

る 堂字を||●こ、として奈良時代に造営された寺院

跡と考えられた。鐙 ・宇・男・女瓦のほか、瓦塔・

墨書十器が出十した。鐙瓦は素縁素弁八葉文・ i

重圏素弁八葉文 ・菊イと文様蓮十文の3種、宇瓦は

均正忍冬唐車文・並行連珠文の2種の出卜が報告

された。報,iは、久保常1青・スtr ■ほか 「千葉

県自1臓部長熊廃寺九[発掘調査報告J(:銅 鐸,9)

として発表された。

(2)古 代窯跡出土資料

文部省科学研究費の交付をうけて

`iつ

た東11本

における古代窯跡の調査及び束日本における須忠

器の編年的研究の成果の一としての発掘資料であ

る。発掘調査を実施した北限の須患器窯跡 (|1田

里rH・ 持子沢―その後の調査により分布が拡大し、

現在は′i折′‖原窯跡と称されている。国指定史跡)、

日本海に面する山形の須恵器窯跡 (鶴rl市の荒沢

町沢Hl)、群馬 (藤岡)の L甲予国分キの造瓦窯跡

(金山)、同じく上野須恵器の一様式の一括資*1を

提供した (桐生)L小 友須恵器窯跡、武蔵国分寺

の創建瓦と同時代の須恵器窯跡群 (埼玉・南比企

の窯跡群―新沼 虫草山 ・能瀬が沢・宮ノ前 山

田など)、「1じく再/L・瓦と,1時代の須忠器窯跡群

(埼玉 。東金子の窯跡群―新久 ・八坂前・谷津池

など)、東京の南多摩の窯跡群 (人沼など)、占代

御牧との関係を示す千曲川流域 (長野)の 窯跡群

(御牧ノ上 八重原など)、人龍川流域 (長里r)の

宮・l・l窯助:などの発掘資料であり、また、 ド野薬師

寺の造IL窯跡 (乙女 国指定史跡)の 資料など、

東H木 各地のri代窯r4i出上資料が含まれている。

このほか、ノL外 ・牛類の須恵器窯跡 (平 Iなど)

と中国 広島の音水須恵器窯助:出上の資料を含み、

古代の須恵28・陶硯及び_t博 ・瓦塔屋蓋などの発

掘資料である。これらを陳列替えしながら公

"‖

し

ている。報告書としては、「津軽 ・肯1田野目窯晩

「武蔵 ・新久窯跡 lF武 蔵 ・八坂hi窯跡J『南比企

窯跡群::上 野 金山瓦窯跡JI筑 前 ・平田窯跡_

などとして発表している.

以 L、 (1)と (2)が 立1■大学が主体的に発

掘した資料の展示であるが、そのほか、 年代の骨

蔵器 ・瓦経 ・瓦塔 ・泥塔、中世の板碑、近‖tの礫

イiFr、近代の耐火煉瓦など 占代から近代にいた

る多くの考占学的資料が収蔵され、それらについ

て適宜、陳,1されている。

(11 外国)

外国の資料としては、カピラ城llサヒ定地―テイ

ラウラコット遺跡 (ネパール)出 卜の資料がある。

釈jlll:世時代の北方黒色磨研上器 (N B P・

W)を 中′こ

“

こ テラコッタ ・石製品 装身Jl類

コインなどの発掘資料が収蔵されている。また、

中国 ・唐―朱代の桶、イi仏、瓦など、人平洋戦争

以前に寄贈された資料もある。

このほか、員4・l孝志氏 (日本li鏡研究会会長)

が寄贈された 「撫Fi庵コレクションJの 梵鐘及び

仏教関係資料が ―括所蔵されている。

以 I、 5回 にわたり紙1目の許す範囲で 私が見

聞してきた 「展示資料の背景Jの 一端について紹

介してきた。これらを含めた所蔵資料の細日につ

いては、近い将来 「、hE大 学博物館所蔵資料目録1

として公けにされるであろう。

(本館館‐ 文学部教授)
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d麟 事 2回 特胃1局翻
"010月 25日 (月)～ 11ナ127日 (L)

「釈迦の故・Fl」(後援 :(財)全日本仏教会)

●L念講演会

日 時 11月 13日 (十)13:30～ 15:Otl

会 場 立 「大学,長谷校舎 1号館1107教宅

演 題  「釈迦の遺跡を掘る

(カピラヴアストゥとルンビニー)J

坂詰秀 ― (本館館長・文学部教授)

012月 6日 (月)ヽ 12月181(■ )

「立正大学仏教学部 第 1口1卒業制作展

― 仏教美術の 「存在Jに 遭う J

記念講演会

日 時 12月 ■日 (上)13100～ 14:30

会 場 立正大学熊谷校舎 1号館■07教ネ

演 題  「仏教学部における実習授業と

卒業制作の取り組みJ

秋 |1貴廣 (立正大学μ、教学部助教授)

鷲 II来IL者 毅い

10月 111(金 )～  3月 15H(火 )

来館者数   1540名

般 学生来館者

10月 327名    11月  630名

1月  32名    2,,  27名

く離来館者往来|い

〔高等学校〕群馬県西邑楽高校 ・栃木県足利南高

校 茨城県総和高校 埼J:県鴻巣高校 ・古井高校 ・

埼玉県本圧第一‐l校・埼玉県行日新修館高校 埼

玉県立北本高校 ・埼玉県川口総合高校 埼玉県立

運|lh市校 ・埼玉県熊谷市立女子高校 ・11等高校 ・

新潟県十日町高校 (副13校)

〔団体〕熊谷 「制モニターー行 彩の国いきがい

大学熊谷学園 熊谷市学校長会―行 ・北部地区教

育長会議一行 (劇41コ体)

く欝出 版 物|わ

立正大学博物館では平成16年度下14期にかけて

ド●Lの刊行物を発,1した。

・第2回特別展展示図録 釈迦の故郷:

■万吉だより,第 3号

(14成16年10月¬1)

(1=成16年12月口,)

V

・企山展展示図録 F、アド大学仏教学部

卒業制作展 ― 仏教美術の存l■に遭う一』

(1'成161112月口,)

・「立正大学博物館年報13 (平 成17年3′l刊)

●麟普及と活鍬わ

第2 1ul特別展の紹介

11月 1 1(月 )「令仏J((財 )全 1本仏教会刊)

・■月11日 (木)‐週刊仏教タイムス

憲 1資 料の貸出畿
"10月8「Iヽ12「122日 吉.llX'古 謝 歴史lL

新久窯跡出土文字瓦 1点

・12月6日 ～ 1月31日 さいたま市立博物館

花輪台員塚第4・ 5';イII‐跡出 li縄文L器片29

,ゴ

12月 491名

3月   33名

記念講演会の様子
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Ⅲ正大学博物館では 来館者の皆様の意見を反映するた

めメッセージ補を備えております ド記のご意見は多数答

せられたも,)から事務局で選択させて頂いたものです.資

車なご意見 ありがとうございました。今後のI・1物飼運営

に役 |たせていただきたいと思います

嗽 迦の故郷Jを 見に来ました。前からティラウラ

コット遺跡の遺物は世界でここしか見られないと問

いていましたが、今回展示資料もrd・ぇとでも勉強に

なりました。 (県内 木学生 21歳 男性)

嗽 迦の故郷Jを 見に来たのですが 他にもいろん

な展示物がありおもしろかったです。ΓBSの 「l●界

遺産Jで 4kり Lげられていたとは知りませんでした。

わかり易く良かったです。(県外 一般 30代 女ヤ[)

仏教学部の卒業誌1作展をみて、自分の大学でこんな

こともやっているんだなぁと思いました。作品も素

晴らしかったです。  (県 内 本学生 20歳 女性)

仏教学部の卒業制lr展は学園祭の時にも見たのです

が、改めて見る機会があり良かつたです。

(県内 本学41 22歳 男性)

特別展を見に来たのですが せっかくチラシをもらっ

ても地図がついていないので米るのに大変でした。

大学までの地釣を掲載してもらいたいです。

(県外・ 般 50代 男性)

lt,1展の機会に一度足を運んでみようと思い来まし

た。鑽にもいろんな種類があり面白かったです。卒

業制作で仏像などを作つているとは知|りませんでし

第 2い特

"1展

をみて自分の大学がこんなにすごい発

掘をしていたと間き少し嬉しくなりました。

(県内 本学
′1 20康 女性)

ネバールの遺跡やインドの御釈迦様に関連する追跡

は見てきましたが、こんなにrl宅から近い,チでもの

が見られるとは思いませんでした.

(県内  llQ 60代 男性)

第 2回特別展をみにきました。ビデオ放映をされて

いて、さらにわかり易く理解が深まりました。

(県内  般 28歳 男性)

た。 (県外 一般 ・60代男ヤト)

所 在 地 :〒 3600161

埼玉県夕長谷市万吉1700

立正大学キヤンパス内

TEL 048-536-6150

「AX 048-536-6170

開 館 H : ′,・水 木 ・金 ・土曜日
(大学体業中を除く)

開 館 時 間 :10:00～ 16100

*火 ・■ ・日・祝日、及び大学休業中 (更 冬 書

期休喘つ に開館を希望する人は 事前に博物館

あるいは総務高
`総
務課 (048-536-6010)に ご

連絡ください。

交通機関 : JR高 崎線 (上野から55分)、上越 ・

長野新幹線 (上野から35分)、「熊谷駅J

下車。南日より立正大学行バス (国際
バス)で 約10分。

・東武東上線 (池袋から56分)「森林

公園駅J下 車。北日より立正大学行バ

ス (国際バス)で 約12分。

第4号 をお届けします お蔭様で博物館の来観者も増加し

,( の皆さんが いろいると|‐をllけヽて 下さっています。学

生諸●が、アち寄つてくれるのもうれしい限りです。「撫イi庵ヨ

レクションJの 更らなる活用のため あちこち見学に歩きな

から
‐
梵飾・の口「究をt.けています。そのため i館報Jの 刊

行も遅れ気味ですか 内申勇樹

`の

子伝いにより,1行するこ

立正大学博物館館報 万 吉 だ よ り 第 4号

平成17(2005)|(3月 31口発行

編集 発行  立J:大学博物館

〒360 0161 1.|■ ll熊谷市万古1700

TEL  048-536-6150

FAX 048-5“ -6170

E m a l : m  u s e u m @ , , aぐ,p
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^へ
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とができました お:L中します。 (上野)

題宇揮=  田 胡I llt斎 氏  (■ 11大学名誉教授)


